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知らせよう
「権利の主体は子ども自身」

～子どもの権利条約より～

　子どもの権利条約は、子どもの人権（権利）を定める条約と
して、1989年11月20日、第44回国連総会において採択されました。
　「子どもの最善の利益」「生命、生存及び発達に対する権利」
「意見表明権」「差別の禁止」の４原則などが基本理念とされ、
あらゆる〝子どもの権利〟の実現を考える時に合わせて考える
ことが大切とされています。

～北海道植樹祭で八重桜を植樹～
　北海道植樹祭は、1950年から北海道内で毎年開催されるイベントです。
森林の重要性を広く普及啓発し、道民が協働で森林づくりを進めること
を目的としています。

２
０
２
３
年
４
月
に
政
府
は
「
子
ど
も
基
本
法
」
を
施
行
し
ま
し
た
。
同
法
の
、
子
ど
も

の
権
利
擁
護
な
ど
の
基
本
理
念
を
踏
ま
え
、「
北
海
道
子
ど
も
基
本
条
例
」
が
２
０
２
５
年

４
月
１
日
に
施
行
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
道
議
団
は
こ
の
間
、
日
本
国
憲
法
と
子
ど
も
の
権
利
条
約
に
の
っ
と
っ
て
、

子
ど
も
の
人
権
尊
重
・
幸
福
追
求
権
の
実
現
を
め
ざ
す
条
例
と
し
て
制
定
さ
れ
る
こ
と
を
求

め
て
、
議
会
議
論
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
２
０
２
５
年
１
月
16
日
の
こ
ど
も
政
策
調
査
特
別

委
員
会
で
、
丸
山
は
る
み
道
議
が
取
り
上
げ
ま
し
た
。

道
の
条
例
で
は
子
ど
も
の

権
利
条
約
の
４
原
則
を
踏
ま

え
る
と
し
て
い
ま
す
。

丸
山
道
議
は
「
子
ど
も
の

権
利
条
約
や
そ
の
理
念
、
な

に
よ
り
、権
利
の
主
体
は
子
ど

も
自
身
で
あ
る
こ
と
に
つ
い

て
、道
民
の
理
解
の
推
進
が
必

要
で
あ
り
、
道
は
効
果
的
な

周
知
方
法
を
検
討
す
る
と
し

て
い
た
が
、
道
の
条
例
と
計

画
に
ど
の
よ
う
に
盛
り
込
ま

れ
る
の
か
」と
問
い
ま
し
た
。

道
は
、｢

新
た
な
条
例
素

案
に
子
ど
も
の
権
利
条
約
の

周
知
を
盛
り
込
む
と
と
も

に
、北
海
道
子
ど
も
計
画
に
、

道
民
の
理
解
促
進
の
た
め
の

啓
発
の
取
組
を
盛
り
込
む｣

と
答
え
ま
し
た
。

丸
山
道
議
は
さ
ら
に
、
子

ど
も
の
最
善
の
利
益
の
擁
護

と
意
見
表
明
権
を
保
障
す
る

た
め
、
包
括
的
性
教
育
の
推

進
や
子
ど
も
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ

ー
な
ど
の
設
置
に
つ
い
て
求

め
ま
し
た
。

特別委員会で質問する
丸山はるみ道議

丸
山
道
議
は
、
子

ど
も
へ
の
暴
力
、
性

加
害
の
防
止
に
つ
い

て
、
包
括
的
性
教
育

（
性
行
為
や
生
殖
に

関
す
る
知
識
だ
け
で
な
く
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
・
性
の
多
様
性
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
自
己
決
定

能
力
な
ど
、
様
々
な
要
素
を
含
む

教
育
）
の
推
進
が
必
要
と
道
の
取

組
を
求
め
ま
し
た
。

道
は
、「
市
町
村
や
地
域
の
学

校
な
ど
と
連
携
し
、
思
春
期
に
お

け
る
性
と
健
康
の
問
題
を
テ
ー
マ

と
し
た
会
議
や
、
研
究
会
に
取
り

組
ん
で
き
た
。
こ
れ
ま
で
の
健
康

教
育
の
充
実
を
図
る
」
と
答
弁
。

丸
山
道
議
は
「
に
ん
し
ん
Ｓ
Ｏ

Ｓ
ほ
っ
か
い
ど
う
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
へ
の
相
談
件
数
が
増
加
し

て
い
る
こ
と
を
あ
げ
、
こ
れ
ま
で

の
性
教
育
の
あ
り
方
を
検
証
し
、

包
括
的
性
教
育
推
進
の
た
め
の
調

査
研
究
を
求
め
ま
し
た
。

い
じ
め
の
認
知
件
数
は
２
０
２
３

年
度
、
４
万
８
０
０
０
件
と
過
去

最
高
で
す
。
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
で

は
、
悩
み
を
相
談
し
た
こ
と
が
無

い
と
の
回
答
が
80
％
、
２
〜
３
割

が「
相
談
先
が
わ
か
ら
な
い
」「
家

族
の
こ
と
で
相
談
し
に
く
い
」
と

本
人
が
悩
ん
で
い
る
実
態
と
状
況

を
示
し
、
子
ど
も
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ

ー
の
よ
う
な
、
子
ど
も
本
人
が
相

談
す
る
こ
と
を
想
定
し
た
、
第
三

者
機
関
の
窓
口
の
必
要
性
を
問
い

ま
し
た
。

道
は
「
国
に
よ
る
、
全
国
の
自

治
体
を
対
象
と
し
た
相
談
救
済
機

関
に
関
す
る
調
査
の
結
果
や
国
の

方
針
、
他
県
や
道
内
自
治
体
の
と

り
く
み
や
活
動
実
態
な
ど
情
報
収

集
の
上
で
、
審
議
会
等
の
場
で
議

論
し
て
い
く
」
と
答
え
ま
し
た
。

丸
山
道
議
は
、
埼
玉
県
・
長
野

県
で
の
実
例
を
紹
介
し
て
、
北
海

道
の
前
向
き
な
調
査
研
究
を
重
ね

て
求
め
ま
し
た
。

包
括
的
性
教
育
の
推
進
を
！

子
ど
も
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

な
ど
第
三
者
機
関
の
窓
口
を

　北海道植樹の日 ･ 育成の日の普及啓発を通じ
て、将来を担う若い世代をはじめとする道民の森
林づくりに対する理解を深めるとともに「道民
ひとり１本植樹 ･育成運動」の目標とする500万
本の植樹 ･育成の取組を全道に定着させるため、
令和７年度から運動の最終年である令和10年度
までは、全道各地で開催することとなりました。
　今年、会場となった函館市亀田中野町の「北
海道立道南四季の杜公園」では、市民ら約900人
がエゾヤマザクラやブナなど５種類の苗木計800
本を植樹しました。八重桜を植樹する丸山道議



　米価高騰には価格保障と所
得補償を国に求め、後継者不
足に悩む第一次産業に、さら
なる道の支援を訴えました。

　1886年５月１日、アメリカのシカゴで８時
間労働制を求めた統一ストライキを発端に行
われてきたメーデー。１日12 ～ 14時間労働
が当たり前だった時代に労働環境改善を求め
て労働者が立ち上がりました。140年近くた
った今でも日本では「８時間労働」の訴えが
切実な要求です。連帯を力に労働者の尊厳を
守る社会への変革を訴えました。

社会を変えるムーブメントを広げよう！第96回メーデー開催

～被爆80年、核兵器廃絶の願い届ける～

　核兵器廃絶と被爆者擁護を訴えて、５月６日北
海道礼文島を出発した原水爆禁止国民平和大行進
が、21日小樽市に到着しました。さらに広島・長
崎を目指す出発式で、丸山はるみ道議があいさつ
に立ち、核兵器禁止条約を日本政府に批准させる
ことを訴えました。

平和行進に出発する
丸山はるみ道議 (右端 ) ら

～街頭から道政報告～

道財政硬直化の原因は道債の返済?!
～党道議団が道議会報告パンフレットを発行しました～

～４月25日のオープニングセレモニーに丸山道議が来賓として参加～

｢

厳
し
い
財
政｣

は
過
去
の

道
債
発
行
の
〝
ツ
ケ
〞

道
財
政
に
占
め
る
借
金
返
済

の
割
合｢
実
質
公
債
費
比
率｣

は
20
・
3
％
と
全
国
ワ
ー
ス
ト

１
で
す
。
こ
れ
は
90
年
代
の
大

型
公
共
事
業
へ
の
道
債
発
行
の

返
済
の
た
め
で
、｢

厳
し
い
財

政｣

を
理
由
に
福
祉
や
子
育
て

支
援
の
予
算
を
抑
え
る
べ
き
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

｢

政
治
と
カ
ネ｣

は
北
海
道
で
も

党
道
議
団
は
、
鈴
木
直
道
知

事
の
後
援
団
体
に
よ
る
政
治
資

金
パ
ー
テ
ィ
に
つ
い
て
調
査
。

そ
の
結
果
、
政
治
資
金
収
支
報

告
書
の
購
入
者
数
に
パ
ー
テ
ィ

券
販
売
枚
数
と
同
数
を
記
載
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
後
援

会
は
訂
正
を
し
ま
し
た
。

１
枚
１
万
円
の
パ
ー
テ
ィ
券

は
、
会
場
収
容
人
数
の
３
倍
以

上
も
販
売
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

収
入
の
９
割
が
利
益
と
な
っ
て

い
た
こ
と
も
突
き
止
め
ま
し
た
。

引
き
続
き
追
及
す
る
道
政
課
題

泊
原
発
の
行
く
末
、
新
幹
線

札
幌
延
伸
と
周
辺
市
町
村
へ
の

影
響
、
宿
泊
税
の
是
非
な
ど
、

道
民
の
声
を
届
け
ま
す
。

お問い合わせは丸山はるみ事務所へ

ようやく公開再開～旧日本郵船株式会社小樽支店

　旧日本郵船株式会社小樽支店が、
2020年７月から７年あまりの長期に
わたる大規模な補修工事を経て、つ
いに４月25日から公開を再開し「国
指定重要文化財旧日本郵船株式会社
小樽支店オープニングセレモニー」
が行われました。
　1904年着工、1906年10月に竣工し
たこの建物の設計は、工部大学校造
家学科 ( 現 ･ 東京大学建築学科 ) の
第一期卒業生 ･佐立七次郎によるも
ので、1969年に重要文化財指定を受

けました。
　竣工直後にポーツマス条約に基づ
く日本 -ロシア間の樺太国境画定会
議が2階会議場で行われた、歴史の
舞台ともなった場所です。
　オープニングセレモニー終了後に
は、小樽博物館石川館長による解説
付きの内覧が行われました。当時を
思わせる衣装に着替えて記念撮影
や、一階営業室の机や椅子に触れる
ことも可能で、小樽の歴史に思いを
はせる格好の場所となりました。

当時をしのばせる
１階営業室の机や椅子

用意された衣装をまとって
記念撮影も可能

大規模な補修工事を終え公開を再開した
｢旧日本郵船株式会社小樽支店｣




